
令和６年５月２７日 定例記者会見（報告） 

 

１ 日時 令和６年５月２７日（月）１３時００分～ 

 

２ 会場 庁議室 

 

３ 出席者 

   

＜報道機関＞ 山形新聞、読売新聞、朝日新聞、毎日新聞、河北新聞、米沢日報 

ＳＡＹ、ＹＴＳ 
 
＜  市  ＞ 市長、秘書課長 

 

４ 会見項目 

 

（１）本市などを舞台にした映画「好きでも嫌いなあまのじゃく」が公開されました。

近年はファンによる聖地巡礼など、経済活性化につなげる動きも多くあります。

このチャンスを生かすための、具体的な市の取り組みをお聞かせください。 

 

（２）上杉まつりの誘客状況と、市長の受け止めをあらためてお聞かせください。 

 

５ 内容 

 

〇秘書課長 

それでは定例記者会見を再開いたします。あらかじめ頂戴しております質問に付き

まして市長がお答えします。それでは市長、よろしくお願いいたします。 

 

○市長 

ありがとうございます。 

ご質問２点頂いております。 

１点目は、先日公開されましたアニメーション映画「好きでも嫌いなあまのじゃく」

についてのご質問であります。２４日に劇場公開、そして NETFLIXで全世界同時配信

という形で「好きでも嫌いなあまのじゃく」が公開されました。今朝 NETFLIXの「今

日の映画」というランキングを見たところ、第８位にランキングされておりましたの

で、「出だしが大変好調で良かったな」と思っているところであります。 

米沢市としては、市民の皆さんに対して５月１１日に無料試写会を開催し、合計３

４３名の方にご鑑賞いただき、私もご挨拶をさせていただきました。６月２日にはイ

オンシネマ天童、そしてイオンシネマ米沢の２か所で、声優の小野さんと富田さん、



また柴山監督を迎えての舞台挨拶上映会も予定しているところでございます。 

ご質問のアニメツーリズムの展開についてでありますが、昨年１１月に米沢アニメ

ツーリズム誘客推進協議会を設立し、観光の関連団体はもとより地元のＮＣＶさんや

学生の方にも加わっていただきながら、盛り上がりを図っているところでございます。

具体的には、近々公開しますが、米沢、置賜エリア、村山エリアの巡礼場所をシーン

とともに解説した「ロケ地巡礼マップ」を作成いたしました。それぞれの観光地やロ

ケ地に置きたいと思っています。更にはスタンプラリーを通して、ロケ地巡りをして

いただきたいと思います。このスタンプラリーは無料のパターンと有料のパターンを

用意いたします。グッズも用意しており、６月１日から来年５月２４日までとなって

います。なお、有料のパターンの方では、抽選でキャストや監督の直筆寄せ書きサイ

ンのプレゼントや缶バッヂなどの景品を、無料のパターンの方では、缶バッヂやステ

ッカーを、それぞれプレゼントするといったことを展開していきます。所謂ロケ地を

巡っていただけるような工夫を６月１日からスタートし、様々なことを通じて、若い

世代の方、映画のファンの方々に米沢・置賜、また村山地方のロケ地を周っていただ

いて、経済活性化にも繋げていきたいと思っております。他にもいろいろな事業をや

る予定しておりますけれども、資料の方をご覧いただければと思います。 

 

２点目は、上杉まつりの誘客状況とその受け止めをということであります。上杉ま

つりの入れ込みですが、全体で１６万８０００人となっており、前年比では４万７０

００人減少ということであります。その内訳を申し上げますと、松が岬公園周辺地区

では前年比１万９５００人減の５万８５００人、催事では前年比２万７５００人減の

１０万９５００人、合計で前年比４万７０００人減の１６万８０００人となりました。 

今年度のゴールデンウィークは、全国的に各観光地とも観光入込数があまり良くな

く、減少ぎみということのようであります。その背景としては、連休が分散してしま

ったことや、ガソリンや様々な物価高、連休中の高速料金の休日割引が適用除外にな

ったことなどにより旅行費用全体が高くなったことで、旅行控えが少々あったのかな

と思うところでございます。また、山形県の状況で言うと、例えば寒河江の道の駅等

の観光施設のリニューアルによって、県内の他の観光地を選ばれた観光客もいらっし

ゃったのかなと思っております。このことから、上杉まつりへの集客が減少したので

はないかと思うところでございます。ただ同時に、今年だけの要因ではなく、コロナ

禍を経験して、旅行客の動き方というのが、所謂大型バス、団体旅行というのではな

くて、個人手配旅行に大きく変化し、旅行の構造自体がかなり変化したのではないか

ということも考えられます。したがって、より個人の方がそれぞれの好みで、例えば

ＳＮＳを見たりして、そちらの方に流れていき、細分化され、今までとはちょっと違

った人の動きが出ているのではないかということも考えられると思っております。例

えば飯豊町の水没林ですとか、そういったところに行くお客様が非常に増えていると

いったことも聞こえますので、旅行の趣向というのも変わったのではないかと思って

いるところであります。 



こうしたことから、川中島合戦や上杉まつりを担っていただいている観光事業者の

方からも私のところに直接、「上杉まつりに危機感を持たざるを得ない。」というお声

も寄せられているところでございます。伝統ある米沢上杉まつりは、米沢にとっても

非常に大事なおまつりでありますので、先日の庁議において、私から上杉まつり自体

をお客様目線に立った課題の洗い出しといったことも必要ではないか、場合によって

は改善も必要ではないかといった問題提起をさせていただいたところでございまし

た。大変良いおまつりではありますが、例えば川中島合戦も、基本的には２５年前と

全く同じ流れであり、おまつり全体がこれまでもずっと同じ内容であるということも

ございます。それ自体は良い部分もあるのですが、リピーターの方々にとってどうだ

とか、いろんな課題をまず洗い出して見直してみることも大事ではないかと、担当部

署に伝えており、その減少の要因を分析して、より魅力的なおまつりに改善していく

ことが必要ではないかと思っているところでございます。受け止めということについ

ては以上でございます。 

 

〇秘書課長 

それではご質問をお受けいたします。進行につきましては幹事社にお願いしたいと

思います。 

 

○記者 

「好きでも嫌いなあまのじゃく」に関連してグッズのご説明がありましたが、先ほ

どの説明というのは全て抽選で当たった場合に貰えるグッズということでしょうか。 

 

〇観光課長 

マップに関しては当然無料ということで配布させていただきます。また、スタンプ

ラリーに関する景品等については、無料と有料に分かれておりますので、無料の方に

ついてはスタンプラリーで周っていただいた方に対して、達成後に缶バッヂとステッ

カーを差し上げるという形になります。有料については台紙が有料になります。それ

を買っていただいて、周っていただいて達成された方については、クリアファイルを

差し上げます。このクリアファイル等については店頭に売っているものではなくて、

オリジナルで、米沢市の風景をバックにした特別にデザインしていただいたものです。 

 

〇記者 

それは有料でスタンプラリーの台紙を買って、達成すれば貰えるということなんで

すね。 

 

〇観光課長 

 そうです。 

あともう１つ抽選でのプレゼントに関連してプレミアム試写会があり、その中で声



優お２人の方からサインをいただくことになっておりますので、それを抽選し、数名

になりますが、当選された方に差し上げるということになります。 

 

〇記者 

グッズのお話がありましたけれども、例えば市のオリジナルグッズとか、グッズの

販売ブースを設けることは今後予定されておりますか。 

 

〇観光課長 

 ２通りございまして、所謂配給会社で作っております通常の商品、クリアファイル

等もありますけれど、そういったものは現在、映画館等にも置いています。それを各

観光施設の方で独自で購入して販売されるところもあります。観光コンベンション協

会さん、道の駅米沢さん、上杉城史苑さんで販売するお話をお聞きしております。あ

ともう一つ、各事業者の方に、ぜひそういったコラボ商品を作っていただきたいとい

うお話をさせていただいております。その中で、若干の店舗になりますが、そういっ

たコラボ商品のようなものを作って販売したいという話も出ておりますので、今後、

情報発信しながら、ぜひ商品という形で販売したいと考えております。 

 

○記者 

こういったブームは、一気に熱が上がって、下がるのが結構早いという印象もある

ので、熱いうちに是非いろんな施策を打っていただきたいと思っているのですが、今

現在、こういった様々なことをされている中で、市長として今後こういったものも必

要ではないかとか、もし思いとかがあれば教えていただけますか。 

 

○市長 

 私はあまり知見がありませんので、観光課長とか担当部署で検討してもらえればと

思います。矢継ぎ早に様々なことをやっておりますので、やれることは一生懸命にや

っていると思っております。なかなか評判が良い映画のようです。私も見ましたが、

結構面白かったといっている方が多いようです。作品自体は非常にきれいですし、な

かなかいい映画だなと思いますので、本当に多くの方に見てもらいたいし来てもらい

たいと思います。もちろん米沢だけでなくて山寺とか、山形内陸全般が描かれている

ので、ぜひ多くの山形ファンの方に見てもらえる映画になってもらえればと思ってお

ります。 

 

○記者 

 先ほどの説明の中で資料をご覧いただければと言っておられましたけれど、我々に

なんの資料もありません。 

 

 



〇観光課長 

 今日、お渡ししてない資料がありましたが、以前この事業に関して皆様にお集まり

いただいて、お知らせさせていただいておりますので、今日はその内容によるもので

ございます。ただ、今回はプラスして追加事業、例えばマップやスタンプラリーの場

所云々といった部分については、５月３１日付のプレスリリースで、皆様にこういっ

た事業を行うといったところをお知らせすることを考えておりますので、その中でま

た問い合わせ等があれば、こちらの方で受付させていただきたいと思います。資料に

ついては、もし必要であればあとからお渡しすることも可能ですので、よろしくお願

いします。 

 

〇記者 

市長が「資料をご覧下さい」と言っても、こちらが反応できなかった部分もあるん

ですけれども、当局が準備している資料の確認もなっていない状態で会見スタートさ

れているということでは我々もつらいので、配布資料の確認を最初にやっていただき

たいと思います。これは要望です。次回以降に反映していただければ我々も戸惑わな

いと思ったので、そこは次回以降お願いしたいと思います。 

質問を続けさせていただきます。話を聞いていると、今回の内容を含め、様々な取

り組みを公開に合わせてできなかったのかなと感じます。６月１日に始まるというこ

とですが、ここはどうお考えなんでしょうか。公開の３日ほど前ですが、公開に合わ

せてできた取組みはなかったのかと、正直感じましたがどうでしょうか。 

 

〇市長 

私はあまり感じなかったです。公開にすべて合わせるというのも一つでしょうけど、

いろんな準備の都合でこういう形になったということ自体、舞台挨拶が６月２日です

ので、その前に揃えたということなのかなと受け止めたところです。 

 

〇観光課長 

 若干補足させていただく部分ですが、当然５月２４日の上映に合わせてということ

もあります。ただその中で段階的に準備してきたところもございます。２４日に合わ

せてきたものとしては公式ＳＮＳ、特設コーナー、等身大のパネル、ポスターの掲示

等、各観光施設に設置させていただいたりしたところです。また、今回６月１日から

行う部分であるマップやスタンプラリー等については当初５月２４日で合わせてき

たところがあります。ただこれがどうしても著作権の関りで、こちらですぐ許可が出

るものと思っていたところがなかなか回答をいただけないという期間があったりし

たところです。配給会社等も様々な準備で連絡や、許可が若干遅れてしまったという

ことで今回、６月１日からとなったところでありますが、段階的に事業を進めており

ますので、ご理解のほどをよろしくお願いいたします。 

 



〇記者 

 理解しました。著作権等背景があったということですが、個人的な意見になります

が、米沢市がＰＲにかける本気度を残念ながら感じられずにおりました。市の公式ホ

ームページに「好きでも嫌いなあまのじゃく」がトップページにありますが、知りた

い情報を探す検索窓の背景として使われています。この映画を見てくださいという伝

え方で紹介していません。新着ニュースとか最新ニュースとか見ても、公開されまし

たとの情報もありません。「好きあま」のこともありません。たぶん４月１日号の広報

以降、市民がそんなに深く見ているとは私は感じないんです。そのあたり、公開で加

速するのかもしれないんですけど、どう捉えてどう動くかということを改めてお聞か

せいただけますか。 

 

〇市長 

 貴重なご意見ありがとうございます。受け止めさせていただいて改善をしたいと思

いますが、大事であるため記者会見で丁寧にお答えしているということですので、ぜ

ひよろしくお願いします。資料については今まで行ってきた施策を取り纏めた一覧表

ですけれども、至急お渡しします。 

 

〇記者 

 繰り返しですけれども、NETFLIX で当日８位というのは本当にすごいことで、世界

で８番目に見られているコンテンツの舞台が米沢市という、とてつもないチャンスな

ので、もっと本気度というか、加速度的にぜひやっていただきたいなというのを最後

に要望として発言したいと思います。 

 

〇観光課長 

貴重なご意見をありがとうございます。これからだと思っております。 

先ほども少しお話をさせていただきましたが、上映前ということもあって、情報の

取り扱いの部分で配給会社からの規制が張られている部分がありました。ただ、５月

２４日をもって、そういったものが一切解かれましたので、只今いただいた意見も含

めながら、積極的に誘客という形で進めていきたいと思っています。加えて、やはり

地元の意識醸成、誇りを持っていただくという部分で、小中学生そして高校生の方に

もチラシを配布し、見ていただくという取組みも今させていただいております。また、

NETFLIX ということもありますので、インバウンドの部分で多くの方から見ていただ

けるようなものも含めて、しっかり誘客に努めてまいりたいと思いますので、よろし

くお願いしたいと思います。 

 

〇記者 

試写会は３００人くらい入ったということでしたが、応募状況がどんなものだった

か公開できますか。 



 

〇市長 

無料試写会ということでしたが、１２時から始めた部分が１５６名で、午後４時か

らの２回目が１８７名ということでした。当日キャンセルされた方もいたのですけれ

ども、２００席くらい客席数のところでほぼ満席だったのかなと思ってます。何倍の

倍率だったのかということはわかりません。 

 

〇記者 

もし分かれば教えて下さい。 

 

〇観光課長 

数字を纏めたものがございませんが、２００席の会場でありまして、２回とも２０

０名を超える応募をいただいたところではございました。その中で抽選させていただ

き、事前に２００名で振り分けをしたのですが、当日来れない方というのは当然想定

しておりまして、結果として１回目１５６名、２回目１８７名、合計３４３名という

ような数字になったところです。 

 

〇記者 

この映画に関して、あまり気持ちよくないことが多々あったことも含めて確認して

おきます。 

まず、前提として、この映画は、市役所では観光課がご担当されてがんばっておら

れます。魅力推進課は全く関わっていないと聞きましたが、こういう市を挙げてＰＲ

したいというイベントに対して、魅力推進課はどういう存在であると市長はお考えで

すか。 

 

〇市長 

詳しい仕事の振り分け分かりませんが、魅力推進課ができたのが４月です。このプ

ロジェクトを手掛けてきたのは観光課ということでした。この４月から魅力推進課が

スタートしたわけですので、仕事のあり方として、ずっと主管でやっていたところが

行うというのが、普通の流れであると思います。魅力推進課は魅力推進課で全く関わ

っていないかというのは分かりませんけれども、他の仕事をそれぞれ一生懸命やって

いるだろうと考えています。 

 

〇記者 

今日、市長がスタンプラリーなどを資料を見せながら発表しましたが、プレスリリ

ースは３１日と伝えられていました。３１日までは詳細は待ってくださいみたいなや

り方は、ちょっと疑問に感じたので、できればここで発表をもって解禁できるように、

積極的に調整していただければと思います。また、６月２日の舞台挨拶ですけれども、



聞くところによると、観光課にも確認しましたが、報道対応はイオン天童のみで、米

沢では報道対応しませんという連絡がありました。ただ、私も試写会を見せてもらい

ましたが、試写会の時の声優さんの声が流れたのを見ると、自分たちはまだ山形にも

行っていないので楽しみにしてますとおっしゃっていたので、それからすると、じゃ

あ米沢はいつ来たんだろう、もしかしたら今度６月２日が最初かもしれない、米沢に

来た感想はどうですかみたいなことを、米沢としては発信する場だったんだろうと思

います。配給会社の事情もあるかと思いますが、是非もっと米沢も積極的に関わって、

せっかくのアニメなんだから、もっと強く押し出してほしいと思います。 

 

〇市長 

ありがとうございます。解禁時期は配給会社の都合もありますが、私がこうしてお

示ししている以上、この時期をもって解禁というのが報道の常識だと思います。今日

をもって、特段何かどうしてもいけない制約がなければ解禁というのが筋なので、そ

ういう方向で調整したいと思います。あと、イオンの件ですけど、声優さん２人は、

その日、私と会う予定になっておりますので、なかなか報道の皆さん方に接してとい

う調整が難しかったということだと思いますので、ご理解いただければと思います。 

 

○記者 

 今の市長の発言ですが、スタンプラリーのことは、今日の夕方のニュースとか明日

の新聞に、６月１日からやりますと言っていいんですね。 

 

○市長 

契約上、それでペナルティーがあるということがない限り問題ないと思います。せ

っかく皆さんに来ていただいて、会見しているので、この場での解禁とさせていただ

きたいと思います。資料の方は大至急用意しますので、必要なところを見ていただけ

ればと思います。 

 

○観光課長 

資料については、公開可能か確認させていただきながらお渡ししますので、よろし

くお願いします。 

 

○記者 

 続いて質問ある方いらっしゃればお願いします。 

 

○記者 

 上杉まつりの改善についてですが、先ほど市長が言ったとおりなんですけど、２５

年程変わっていないというのも事実です。変えなければいけない部分もきっとある。

その洗い出しを行うということでしたが、市長自身が感じる部分として、こういう改



善の余地はあるといった印象というか、個人の印象になるかもしれないですけれども、

もしございましたら教えてください。 

 

市長 

 色々あろうかと思います。１つは、市役所でかなり動員してやっています。市の職

員が大変な苦労でやっているんです。もちろん観光課、産業部は当然ですけど、企画

調整部をはじめ多くの部署の職員が、本当に大動員で頑張っているんです。もちろん

商工会議所も一生懸命やっている、観光コンベンション協会もです。観光課長もフラ

フラになるくらい、皆やっているわけです。歴代ずっとこれだけ力を注いで精一杯頑

張っているんだけども、同じやり方で取り組んでいってもなかなかマンパワー的にも

はや限界だと思うところもあります。四季のまつり全体のことで言うと、結構おまつ

りが多いわけです。ですから、次から次におまつりをこなしているというのが市職員

や関係団体の現状です。となると、改善を考える余地もなく、次のまつりに移ってい

くということにもなるので、少しそこは比重を、集中するなら集中する。例えばです

が、市職員の関わり方として、上杉まつりと雪灯籠まつりの２大まつりに注力してい

くということも、中身ではなくて、取り組み方の問題としてですが、場合によっては

必要ではないかと思います。中身についてはいろいろ意見があろうかと思いますので

私がとやかく言うよりは、いろんな、まさに市民目線で、また、観客目線で、どう魅

力のある、楽しいなと、来年も来たいなと思ってもらえるようなおまつりというのは

あると思います。今日この場であえて申し上げるのは伏せたいと思います。そういう

ことからチェックできればいいと思います。今の現状だと忙しくて、評価する前に次

の仕事をする必要があるため、観光課は大変だと思います。そのため、歴代観光課長

とか、もちろん内部だけでなくて、そういった問題意識を持っている人たちもいます

ので、少なくとも課題を洗い出しすことくらいは急いだほうがいいという感覚です。 

元々持っているものは素晴らしいと思いますが、見せ方とか力の配分とか、やり方

を検討していった方がいいのではないかと思います。 

 

〇記者 

他に何かありますでしょうか。よろしいですね。それではお返しいたします。 

 

〇秘書課長 

以上をもちまして令和６年度５月の定例記者会見を終わります。 


